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今回発生した通信障害につきまして、当社は、お客様ならびに関係
各位にご迷惑をお掛けしましたことを改めて深くお詫び申し上げると
ともに、お客様には今後も安心してサービスをご利用いただけるよう、
より一層安定したネットワークの運用・信頼性向上へ尽力していきま
す。
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障害の概要

項目 説明

発生日時 2022年9月4日 11時20分

復旧日時 2022年9月4日 13時26分 （継続時間 約2時間6分）

発生場所 東日本および西日本セントラルデータセンター（CDC）

影響サービス 音声およびデータ通信サービス

影響範囲 全国エリアの一部ユーザ

影響を与えた利用者数 データ通信：約130万回線 音声通信：約11万回線

事故発生原因 ソフトウェア不具合による全国的な輻輳※1とその対処となる障害
時緊急モード※2作業手順の考慮不足によるもの

※1 輻輳 ＝ アクセスが集中してネットワークが混雑し、遅延したり繋がりにくい状態
※2 障害時緊急モード ＝ パケット交換装置からポリシー制御装置への接続を回避して、パケット交換装置の内部処理で代替し
サービスを継続するために、予め規定した運用モード
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周知広報の掲載内容

＜弊社Webへの情報掲載＞

①初報 9月4日12時25分（障害が発生している旨を周知）

＜その他対応＞

③復旧報更新 9月4日17時30分（影響回線数などを加筆）
②復旧報 9月4日13時55分（障害が復旧した旨を周知）

SNSを用いた周知
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顧客周知の課題

問題点 問題点内容

お客様への周知をウェブサイトへ掲出
するまでに時間を要した（65分）

障害報初報に復旧見込み時間等を可能な限りの情報
を含めておきたいと判断したため

（再発防止策）
初報に関しては詳細が認識できていなくても、サービス影響があることを利用者に伝える事を優先する。
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